
ずいどう

の迫を行 ってくると最後には， 普通ではコンク リート を打込め

ぬ穴ができる。この部分'1 ， コソクリ ート を隊絞の抜ける箱に

満たし，底をジャッキで高七して，この穴を足11めたり，またコ

γF リート ブ ロ ックによって埋めたり する。この作業を上げ迫

(あげぜめ)と い って，隆道では主主v'cの l't ì温と最後の上げ迫には，

作業箇所で祝杯をあげて喜ぶ習tl'tがある。

支(~~工がないときまたはアーチ支保工のとき(アーチ支保工

は全部組殺す) は，被工作業も容易で，セ ゾ ト ノレ え泌を組みこ

れを幸IIJFI して ßllj~3;を脆iエし ， つぎにセントノレ宏組立て j匂扶を

打つものである。また似tl~ と湾扶の型わくを 1 っとした移動式

の慰わくで， コ '/11 リートポソプを使用して全断I自iを一度に施

工する方法もある。

地主Iが1/，\(く 逆巻の場合は，主主扶の打始め日illは凹凸(おうとつ)

を均らし板を敷いて，コソタリート を打ち ， ßIII~部分はセソト

ノレ撤去後千JJ型に， 抜き捌り(一個所 2 m 前後)してコンクリー

ト を施工する。これを足付けとい っている。

地質がよ いときは， 日III ~主制iを全部桜工せずにところどころ岩

石をそのまま泌・出しておき ， コ γP リ ー ト を節約する こ とがあ

る。

桜工に{止 JIJする コ γ クリ ー トは. Ð'c外の抗日付近で混合して

坑内に五臣殿し ， 作業一箇所で巻上げて ßIIIM. または'i1i;扶を施工す

ることもあるが，日目 出総の混雑を避けるために， つり足場に線

路を放き(上級ともいう) . これによ っ て直接側壁型わ く の上や，

セ ントルの l付 までトロを入れて施工することがある。長い隠道

では一部iはヒ総を使川 し， 大部分は四百出総(ì1[線)に低気機関車

で，巡織するブJ{去を とることもあ る。

坑外でコン クリートを混合するかわりに. i1i\合場を坑内の夜

工完成部分に誌t{íiiJし て，混合する こともある。これはと くに冬

期骨材の凍結する地力に多い。

湾主Jt (Jllj 陸部が終了すると . 1月l扶(地質のl出い部分だけ施工

する ) . 下水lilfを l庖工して後工を終了する。

桜工作業は特別工lUIを急ぐ以外は， 昼間にコ γ ク リート を施

工し ， 夜間にはセ ゾ ト ノレ組立 ・取りはずしぜAの作業を行う。

6 工事用設備

( 1 ) 動力

隠泊mの動力としては. 'ili 1Jが最も使利である。わが閣のよ

うに至るところに泡力がff及 しているところでは， 多くの場合

は少しの送?目線を建設すれば，付 近の電力会社から電力をn う

ことができる。もし付近で電力が得られないときは， 蒸気機関

または内燃俊関等で，直接空気圧搾機を迎'1ほするか， あるいは

火力か ・ 水力で自家発íITを行 って必裂な電力を発電する ことも

ある。

この電力を も っ とも 多く 消政する ものは， ~気IcEj待機の五Ií転

であ っ て， 三のほかに111気滋l其1111 ・ 主主上後・コ γP リート 1見合問 ・

その他設úi/ì僚械JtJがあり ， 作業状況から予定することができる。

(2) 空気圧搾後

所要盆は坑内で使用するさく岩後 ・ホイ スト . li周m被等の設

耐ii数と， これら機械の作業状態によ っ て定まるものである。

空気圧J格段はな るべく 坑口に近い場所で上底内にすえ付け，

空気槽 ・ 白G ~lltl{:を波Iii/ì し ， 室外にはJE搾機冷J、|リ日 の 7ktWi ~i与を設

備する。発生した空気は鉄管によ っ て導坑の切端近くまで延ば

し， 途中の切狐岱ÎPfrには分岐口を設ける。またこの欽~の口径

は隠泊の延長 ・ 使JIJ :Gl:によ っ て決定される。

(3) 盤(のみ)姥工場

使用して帰粍した豊富先をふたたび火造 り ・ 焼入等して整備す

る工場で， その設備としては，重 ìJ 11 盤焼際~(オイノレ 77 一 平

ス ) . m加l工俄械 (γ ャ ー プナ ー ) ・重量刃 先および怒頭部焼入タ

ンク ・ 繋盤足E台等を設ける。現今では豊富刃先のみ取替えるよう

になり，このJli';':lißしたものは， グライ γ 〆ーで刃先をみがいて

使用することが多くなった。したがってこれらの設備もある程

度省略できることになった。

(4) 修丘II工場

さく結後 . Jñjトロ ・ その他工事用機械総具の修思!やわずかな

改造を1-iうために修ßll工場を設ける。このi没 úiiiの鋭敏について

は， 交通不便な土地では他に依存できず，自給自足をm!河とし

なければならぬから，相当大きな設備を嬰することになる。

(5) 木 工場

扶梨(セ γ ト ノし) ・コ ン クリ ート型わく等の製作から一般昔話具

の修J'Jlま で行 う 。これも修浬工場と同織の;む味からして，木材

を素材で購入し 1:1 家製材を行って，必要な材料をつ く ることも

ある。したがってこの協合はのこぎり後械 ・ かんな俊械等が設

備さ ;f't.る。

(6 ) 火薬局1

燥楽:Jà'i a- l~;'賊するために， !見J必付近の人家絡に接近しない場

所に火薬/jlïをつ くる。これには銃砲火薬:mm締法により極々の

HîJ限があ る。

(7) コ γ ク リート混合場

コンクリ ートは混合されたのちは， できうるかぎり早急に，

j;，'G内作業箇所に巡搬できるように配線を考えて設ける。宇[J.材 :fJi

は重力で1品合般に投下でき得るよう. }也形を罪11m して設備すべ

きである。

またm'j'j材が付近で得られないか， または摘をくだいて使用

したブJが;(j;flj て'ある ときは，べつに砕石工場を設け る。

(8) J元住諸施設

降五2の工I1TÞ~}は多く 山 I MJfiltf也にあるので，工事務手とともに

従事ぬのJilf住施設を裂する。 すなわち住宅・水道・ 浴場 ・ 病院

等，また大規模の工事て'交通不便の箇所てrは学校 ・ 主食配給所

生事ま で設備することもある。

(9) 材料愉送設日ii

隊道工rn:では，俄械音器具および材料が多盆に必裂であるから ，

この迎倣施設も霊裂な rJr~買である。道路を開設して自動車輸送

によるか，あるいは軽便鉄道を敷設して flt気 ・ ガソリン動力事

を入れてJlli搬するか， または架空緊迫に よ っ て ， セメ ン ト・骨

材 ・ 木材のようなもののみを五Iíぶ等，極々研究して設備すべき

ものである。

7 エJUJ と工~~

( 1 ) 工 期

隆道工事は特íjlHミ大路道はベつとして，??逝一般のものは，

鉄道線路の土工工事の一郎に隊道工事も含まれていて， 請負工

事とすることが多い。そしてこの土工工事の工期は，隊泊工事

の工J羽によ っ て支配されることもある。したがってこのような

隠道は鍛工(しゅんこう)をできるかぎり急ぐことは当然である

が， 前述のよ うに地質その他の状況によ っ て，臨むむの工Jmを他

の工事のように予定することは困難である。

エ!UJを考える参考として一例を挙げると，単線の延長 600 m

の l墜泊で，地質は il止対 ・ 茨保工は後f=~i1Wて'施工でき， 手狐で両

抗 1:1 か ら着手すれば， 片口議坑の巡行は 1 日 2 交代で 1.5 m 程

度で，約 7 筒月でi話坑が貫通する。切紘げは導坑貫通後なお 2

箇月を!})l し ， 後工はさらに 1 箇月を要す るもの と して，約 10

箇月を製する。これに工事着手前の準備と終了後の後片付に，

各 1 筒月 ずつを~するものとして約 1 箇年を裂する。これを後

械捌 ・ 聞手配t とすれば， 道坑片 口 1 日 2 交代で平均 2.5 m 程度




